
松山研究室松山研究室
科学コミュニケーション：人々の知を研究現場へ
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〇〇研究室
※研究室名のみ入力ください

【提出用】

ミッション
特定のステークホルダーが利益を享受する状況

を脱し、「真に社会が望む解決策をもたらす工
学」に向けて、工学への市民参加に貢献する。
１）既存の科学コミュニケーション手法を踏まえ、

潜在的な課題や多様な立場から検討された課
題解決の方向性、技術の新用途や社会実装の
際に生じうる諸課題（ELSI）など、市民から
アイデアを回収する手法を開発する。

２）科学コミュニケーションの実践を重ね、参加
者の対話内容やアンケートの回答を分析し、
技術開発過程の上流に届ける。

RRI（責任ある研究とイノベーション）へ
の市民参加
本所で研究・開発中の技術群を紹介する科学コ

ミュニケーションツール「ひみつの研究道具箱」
を開発し、自治体や教育機関等と連携し、ワーク
ショップを実施している。参加者は技術を組み合
わせ、地球規模課題や地域課題を解決するアイデ
アを出し合う。生まれたアイデアを研究者に伝え、
研究開発方針を市民の価値観に近づける橋渡しと
なることを目指す。
ひみつの研究道具箱HP：https://cardgame.iis.u-tokyo.ac.jp

ELSI（倫理的、法的、社会的課題）の抽出
と整理
新技術が社会実装される際には、技術的課題以

外にもさまざまな課題（ELSI）が生じうる。事前
に人々が対話を重ね、生じうる論点を提示し、専
門家がそれらを熟慮することが望ましい。
台風制御技術を対象に、問いを重ねて技術の理

解を深める「哲学対話」を基にしたワークショッ
プを実施している。論点を抽出・整理を進めてい
る。

RRI・ELSI、科学コミュニケーション、市民対話� Be211
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インフラを国土規模で「四次元透視」する
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工学系研究科 社会基盤学専攻
リアルタイム空間解析工学
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※研究室名のみ入力ください

��出用�

地中レーダー信号の
解析学的信号処理による

埋設管のセグメント抽出とマッピング

橋梁内部損傷の三次元透視図の生成

可視空間

橋梁内部損傷の三次元透

可視空間

非可視空間

大規模点群データの解析に

視空

大規模点群デ タの解析に
よるインフラ表面の面的診断

土砂化

鉄筋橋梁床版

クラッククラック
厚さ推定

深度推定

検知された
埋設管

高速車載載LiDAR

地中レーダー信号の地中レ ダ 信号の
解析析析析析析析析析析析析析学学学学学的的的的的的的的的的信信信信信号号号号処処処処処処処処処処処処理理理理理理理理ににににによよよよよよよるるるるるるるるる解析析析析析学学的的的的信信信号号処処処処処理による

埋設管のののセセグググメメメントト抽抽抽抽抽出出出とととママ ピピピングググ

検知された検知された
埋埋埋埋埋埋埋埋設設設設設設設設設設管管管管管管

路面・床版

鉄筋メッシュ

土砂化等損傷土砂化等損傷

スマートフォン搭載ハンディレーダーを用いたススススススススママママママートトトトトフフフフフフォォォォォォォォンンンンンンン搭搭搭搭搭搭搭搭搭搭載載載載載載載載載載載ハハハハハハハハハハハンンンンンンンデデデデデディィィィィィレレレレレレレーダダダダダダーをををををを用用用用用用用
構造物内部クラックの高精度定量評価

スマートフォンをスマ トフォンを
用いた建設現場の用いたたた建
点群化

インフラの老齢化は日本を初め世界的な課題であり、維持管理技術の革新が不可欠です。水谷研究室
は最先端のレーダー、LiDARデータを高速・全自動で処理し、インフラ表面の立体形状や内部の構造・
損傷を三次元的に透視し、その時間変化までも捉える「四次元透視」技術の実現を目指しています。

インフラ、可視空間、非可視空間、四次元透視� As407・408インフラの「四次元透視」、非可視空間、可視空間、レーダー、LiDAR� As408-409
インフラの「四次元透視」、非可視空間、可視空間、レーダー、LiDAR� As408-409




